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1.　食品中におけるビタミンＣとレダクトンの分別定

量法の１つとして Ｏ－レンジアミン（ＰＤＡ）縮合反応

を利用したポーラログラフ法が知られている。然し本法

はトリオースレダクトンおよびレダクチン酸との分別定

量にしか検討されていない。従って本法を食品のＣ分析

に適用するためには，更に広く食品に存在又は存在が推

定されるレダクトン類，およびＰＤＡと反応する各種化

合物（ジケトン,   a－ケト酸）についても調べる必要があ

る。本研究はこれらの点について検討したものである。

2.　供試した化合物は次の通りである。

（ Ｏ　 レダクトン類:　エリソノレビン酸,5－メチルオキ

シテトロン，など計５種

（ii） ポリフェノール類:　 カテキン，エピカテキン，

ルチン，タンニン酸，クp  ロゲン酸，ミリシトリン等計



2噌

（iii） ジケトンおよびa －ケト酸類:　ジアセチル，ピ

ルビン酸，α－ケトグルタール酸, ケトグルコン酸等計13

種

（:iv） 糖 類:　グルコソン，キシロソン, 3－デオキシグ

ルコソン,   3－デオキシキシロソン等計lQ種

（ｖ） その他:　FeS04,    NaaSOs など２種。

3.　酸化型ＣとＰＤＡ反応物の半波電位は－0.68V で

ある。供試化合物のうち，PDA と反応して－0.68V 付

近に電位を示ナものはインドフェノール還元能なく，又

インドフェノール還元物質とＰＤＡ反応物は半波電位は

いずれも－0.68V 以下を示し，本法が食品の真のＣ定量

法として最適であることを確認した。


	A12-1
	A12-2

